
ボーナスゲート採点方式 (かわうち方式)

セクション設定とセクションイン

セクションは従来どうり０点でセクションインします。これが基礎点になります。

セクションには２箇所のゲートがあり通過すれば１点づつ減点します。２箇所のゲー

トを通過できればマイナス２点減点となります。

トライアルの採点ではトータルの点数が少ないほうが勝ちですが、かわうち方式の場

合は０点を通り越してマイナス何点という数字になります。

１０セクションｘ２ラップで足を付かずにすべてのゲートを通過すると採点はマイナス

４０点になります。これが従来のオールクリーンに相当します。

セクションセッティング基礎編

１つのセクションに2箇所のゲートを設定します。これをボーナスゲートと名付けまし

た。

図１は基本的なイメージです。関門は赤と青カードの間に置きます。もし選手が足を

着かずに２箇所のボーナスゲートを通過すればクリーン０点ｰ２点＝―２点となります。

３回以上足を着いた場合、２つともゲートを通過すれば３点ｰ２点＝＋１点、

失敗は＋５点で、ゲートを走っても走らなくても同じです。



セクションセッティング応用編

図２はゲートを応用的に置いたイメージで、ゲートは赤カードとセクションテープの間、

青カードとセクションテープの間に置かれています。採点は赤と青にはさまれたゲート

を通過した時点で１点減点されます。

図３はもっと多くの関門を設定して長いセクションを作りたい場合のアイデアで､２連続

セクションに４個のゲートを置いたイメージです。

この採点ルールのメリット

一般の初心者向け大会

現行において主催者はセクションの走行ラインをクラス分けしています。そして色違い

のプレート等を使用して、もしそのクラス分けされたラインを不通過の場合はプラス5点

です。

この新採点ルールでは、ライダーは自分の技量に対応したラインを無理なく走れま

す。いままで自分のスキルでは危険だと感じていたポイントを回避できます。

より上手な選手はボーナスゲートに挑みマイナス２点を目指します。

この採点方法の主眼は選手の大会エントリーの不安を減らすことです。これから新しく

トライアルを始めようと考えてしかし躊躇している人が、気軽に大会に出場できるのが

メリットです。

選手権大会

ライダーは現行よりも頭脳を使うライディングをする必要があります。

選手のスキルだけでなく、セクション前半にすでにプラス2点の足つきがある場合はゲ

ートの通過によるマイナス減点をめざして走ったり、大会後半のライバルの点数の取り

方により関門への挑み方を考えるようになります。

オブザーバー

オブザーバーは大きなメリットがあります。足つき2回と２箇所のゲートを通過したか否

かを気にしていれば、その選手がどのクラスの選手か考える必要はありません。すべ

ての選手に同じ基準で採点できます。

採点の時には足つきとゲート通過は別々にカウントするほうが容易です。たとえばクリ

ーンでゲートも２箇所通過すれば(0点)と(２点)という具合です。

採点票には減点数と通過ゲート数を２段に書き、ラップごとに集計します。
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